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中
原
博
徳
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委

員
長
）
の
閉
会
挨
拶
後
、
松
岡

会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
、

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

一
致
で
採
決
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
新
倉
実
青
年
・
女

性
委
員
会
議
長
が
大
会
宣
言
案

を
読
み
上
げ
て
提
起
し
、
全
体

の
拍
手
で
採
択
し
た
。

社
会
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
に
む

け
て
Ｊ
Ｒ
連
合
総
が
か
り
の
運

動
を
広
く
展
開
し
て
い
く
決
意

を
固
め
合
い
、
運
動
方
針
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場

強
す
る
立
場
で
積
極
的
で
建
設

的
な
発
言
を
行
わ
れ
た
後
、
執

行
部
が
答
弁
を
行
っ
た
。

　

討
論
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
を
代

表
す
る
産
別
と
し
て
、
安
全
で

の
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
剰

余
金
処
分
案
、
第
３
号
議
案
の

２
０
１
８
年
度
予
算
案
を
提
起

し
た
。
11
人
の
代
議
員
・
特
別

代
議
員
か
ら
、
運
動
方
針
を
補

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
１
９
９
２
年
５
月

に
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
真
に
民
主
的
な
Ｊ

Ｒ
労
働
運
動
の
構
築
を
目
指
し
て
結

成
さ
れ
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支

援
・
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
組
織

人
員
８
万
２
千
名
を
超
え
る
、
名
実

と
も
に
Ｊ
Ｒ
最
大
の
責
任
産
別
へ
と

発
展
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
で
は
３
万
人
を
超
え

る
組
合
員
が
脱
退
し
、
組
織
瓦
解
が

始
ま
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
に
極
め

て
大
き
な
地
殻
変
動
が
発
生
し
て
い

る
。今
こ
そ
、
さ
ら
な
る
30
年
を
見

据
え
た
、
真
に
民
主
的
な
労
働
運
動

を
展
開
し
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
連
合
運

動
を
、組
織
の
強
化
・
拡
大
に
帰
結

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
化
に
伴

う
社
会
構
造
の
変
化
は
激
し
く
、
将

来
不
安
が
払
拭
さ
れ
ず
、
日
々
に
忙

殺
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
連
合
の
提

唱
す
る
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
一
強
多
弱
の

政
局
が
続
い
て
お
り
、
安
倍
政
権
の

驕
り
・
緩
み
が
強
く
顕
在
化
し
て
い

る
。
野
党
に
つ
い
て
は
、
働
く
者
・

生
活
者
の
代
表
と
し
て
、
二
大
政
党

制
の
一
翼
を
担
う
に
足
る
信
頼
を
国

民
か
ら
得
ら
れ
る
よ
う
、
ご
尽
力
を

お
願
い
す
る
。

◇　

安
全
課
題

　
Ｊ
Ｒ
産
業
は
大
変
裾
野
が
広
く
多

岐
に
亘
る
業
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
安
全
は
絶
対
に
譲
る
こ
と
の
で

き
な
い
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
共
有
し
た
い
。

私
た
ち
が
守
る
べ
き
は
、
利
用
者
・

お
客
様
の
大
切
な
命
で
あ
り
、
働
く

仲
間
の
命
で
あ
る
。
安
全
を
強
化
し

て
い
く
活
動
に
終
わ
り
は
な
い
。
重

大
事
故
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
継

承
し
、
未
来
志
向
で
安
全
を
作
り
上

げ
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
グ
ル
ー
プ
労
組
で
は
、
昨
年
を

上
回
る
50
単
組
で
ベ
ア
回
答
を
引
き

出
す
な
ど
、
多
く
の
単
組
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
各
単
組
の
粘
り
強
い

交
渉
は
言
う
に
及
ば
ず
、
エ
リ
ア
連

合
に
よ
る
労
使
対
話
行
動
な
ど
、
Ｊ

Ｒ
連
合
に
集
う
す
べ
て
の
関
係
者
の

取
り
組
み
の
成
果
で
あ
る
。

　

次
期
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

（
２
０
１
９
～
２
０
２
３
）
」
の
策

定
に
む
け
て
、
加
盟
単
組
と
の
連
携

を
強
化
し
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
処

や
長
時
間
労
働
の
是
正
は
も
と
よ
り
、

第
４
次
産
業
革
命
の
将
来
を
見
据
え
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
脚
し
た
「
働

き
方
」
の
総
点
検
、
時
代
を
先
取
る

労
働
環
境
・
制
度
の
構
築
、
男
女
平

等
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る
取
り
組

み
に
邁
進
し
て
い
く
。

◇　

政
治
課
題

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
治
活
動
は
、
非
自

民
・
反
共
産
の
理
念
に
則
り
、
様
々

な
政
策
課
題
や
組
織
課
題
の
解
決
を

目
的
と
し
た
諸
活
動
に
賛
同
、
協
力

い
た
だ
け
る
議
員
を
支
援
し
、
連
携

を
図
る
と
い
う
方
針
で
運
動
し
て
き

た
。
来
年
に
は
第
19
回
統
一
地
方
選

挙
、
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
掲
げ

る
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム

地
域
共
創
」
と
い
っ
た
政
策
の
実
現

を
目
指
す
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な

機
会
で
あ
り
、
国
民
本
位
の
政
治
を

実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
推
薦

す
る
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
た
闘
い

を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と

し
て
、
組
合
員
と
家
族
の
幸
せ
実
現

に
む
け
、
民
主
的
で
建
設
的
な
運
動

を
追
求
し
「
ク
ー
ル
ヘ
ッ
ド
、
ウ
ォ
ー

ム
ハ
ー
ト
」
で
、
社
会
、
経
済
に
貢

献
し
続
け
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
出
し
て

ま
い
り
た
い
。

組
合
員
不
在
の
運
動
を
展
開
し
続
け

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
総
結
集
に
む
け
た

極
め
て
重
要
な
分
岐
点
に
立
っ
て
い

る
。
今
こ
そ
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で

き
た
Ｊ
Ｒ
革
マ
ル
派
浸
透
問
題
の
解

決
を
図
る
最
大
の
好
機
で
あ
る
。
先

人
・
先
輩
が
積
み
重
ね
た
運
動
と
成

果
、
教
訓
を
ベ
ー
ス
に
、
民
主
的
な

労
働
運
動
を
Ｊ
Ｒ
産
業
全
体
に
広
げ

る
べ
く
可
能
な
限
り
組
織
拡
大
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇　

交
通
政
策
課
題

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
鉄
道
事
業
範
囲
の

見
直
し
に
象
徴
さ
れ
る
、
地
方
路
線

の
維
持
・
活
性
化
、
存
続
問
題
は
待
っ

た
な
し
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
が
提
唱

す
る
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー

ム
地
域
共
創
」
の
形
成
に
む
け
て
、

　

労
災
死
亡
事
故
や
新
幹
線
初
の
重

大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
な
ど
の
事
象
を
重

く
受
け
止
め
、
Ｊ
Ｒ
産
業
へ
の
信
頼

の
原
点
で
あ
る
安
全
の
重
要
性
を
自

ら
の
組
織
へ
問
い
直
し
、
今
一
度
労

使
が
危
機
意
識
を
強
く
持
っ
て
安
全

最
優
先
の
取
り
組
み
を
徹
底
的
に
追

求
し
、
不
断
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇　

民
主
化
闘
争

　
Ｊ
Ｒ
総
連
の
最
大
労
組
・
Ｊ
Ｒ
東

労
組
に
よ
る
２
０
１
８
春
季
生
活
闘

争
に
お
け
る
ス
ト
戦
術
を
端
緒
に
、

こ
れ
ま
で
の
労
使
共
同
宣
言
を
核
と

す
る
労
使
関
係
に
終
止
符
が
打
た
れ
、

３
万
人
を
大
き
く
超
え
る
組
合
員
の

大
量
脱
退
が
発
生
し
た
。
一
方
、
こ

の
数
个
月
間
で
列
車
妨
害
や
不
審
事

象
が
夥
し
い
数
に
上
る
。
日
本
最
大

　

大
会
は
、
大
杉
正
美
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
（
貨
物
鉄
産
労
中
央

執
行
委
員
長
）
の
開
会
挨
拶
で

幕
を
開
け
、
大
会
議
長
団
に
は

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の
今
井
孝

治
代
議
員
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の

大
谷
清
代
議
員
を
選
出
し
て
議

事
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
執

行
部
か
ら
一
般
経
過
報
告
、
２

０
１
７
年
度
決
算
報
告
に
続
き
、

会
計
監
査
員
よ
り
会
計
監
査
結

果
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

第
１
号
議
案
と
し
て
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
、
第
２
号
議
案

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
11
日
〜
12
日
、
都
内
に
て
、
第
27
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

来
賓
、
代
議
員
、
傍
聴
者
ら
約
２
７
０
人
が
参
加
し
た
。
提
起
し
た
２
０
１
８

年
度
運
動
方
針
案
に
対
し
て
11
人
の
代
議
員
・
特
別
代
議
員
か
ら
の
発
言
の
後
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
に
お
け
る
地
殻
変
動
が
起

こ
る
今
こ
そ
、
さ
ら
な
る
30
年
を
見
据
え
た
、
真
に
民
主
的
な
労
働
運
動
を
展

開
し
、
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
帰
結
さ
せ
て
い
く
決

意
を
参
加
者
全
員
で
固
め
合
っ
た
。

円滑に大会議事運営をリードした議長団
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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

の
鉄
道
会
社
の
第
一
組
合
へ
の
革
マ

ル
派
浸
透
は
日
本
国
内
の
由
々
し
き

治
安
問
題
で
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
や
良
識
あ
る
人
々
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ

革
マ
ル
派
浸
透
問
題
に
終
止
符
を
打

つ
行
動
を
強
く
要
請
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
近
年
３
桁
に
及

ぶ
数
の
退
職
者
が
発
生
し
続
け
て
い

る
。
単
独
維
持
困
難
線
区
に
つ
い
て
、

北
鉄
労
は
建
設
的
な
提
言
を
行
う
こ

と
も
な
く
無
責
任
な
喧
伝
に
明
け
暮

れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
第
一
組
合
で
あ
る
日

貨
労
は
、
ス
ト
権
論
議
な
ど
、
Ｊ
Ｒ

東
労
組
に
追
随
す
る
松
崎
理
論
回
帰

の
動
き
が
活
性
化
し
て
い
る
。
日
貨

労
は
検
討
中
の
新
人
事
・
賃
金
制
度

に
つ
い
て
意
味
不
明
な
主
張
を
行
い
、

国
や
地
方
自
治
体
、
地
域
住
民
等
、

す
べ
て
の
交
通
事
業
者
が
胸
襟
を
開

き
、
具
体
的
な
議
論
と
行
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
国
会
で
は
、
積
年
の
要
望
事
項

で
あ
る
「
鉄
道
軌
道
整
備
法
の
一
部

改
正
」
法
案
が
提
出
さ
れ
、
前
進
を

図
れ
る
改
正
で
も
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
主
張
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
産
業
の
多
岐
に
わ
た
る
各
産

業
に
お
い
て
も
、
政
策
活
動
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加
盟
単
組
と

と
も
に
責
任
あ
る
政
策
活
動
を
進
め

て
い
く
。

◇　

労
働
政
策
課
題

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
で
貨
物
鉄
産
労

の
19
年
ぶ
り
の
ベ
ア
獲
得
を
は
じ
め
、

大  会  宣  言
　私たちは本日、「東武ホテルレバント東京」で第27回定期大会を開催し、2018年度の運
動方針を満場一致で確認した。
　最優先課題である安全確立にむけた取り組みについては、福知山線列車事故をはじめと
する重大事故を二度と引き起こさないとの強い決意のもと、新幹線の重大インシデントや、
近年労災の減少傾向に歯止めがかかりグループ会社や協力会社で発生率が相対的に高まっ
ている現状をあらためて重く受けとめ、加盟各単組における真摯な労使協議や職場での安
全衛生活動などを通じた安全性向上を図る。「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大
労災ゼロ」実現にむけて、ＪＲグループ全体で「ヒューマンエラーは結果であり原因では
ない」との基本理念、「安全は絶対に譲らない」という信念のもと、加盟各単組とともに、
不断に各種取り組みを深度化させる。
　また、ＪＲ東日本内を主として極めて大きなＪＲ労働界の地殻変動が発生している今こ
そ、国の治安問題であるＪＲ総連およびＪＲ東労組等への革マル派浸透の危険性について、
内外に警鐘を鳴らす取り組みを強化する。さらには、組織課題解決にむけた最大の好機と
捉え、「あるべき労働組合像・労使関係像」の実現にむけ、ＪＲ連合、民主化当該単組、
支援単組が三位一体となって、組織強化・拡大、民主化闘争の総がかりの取り組みを展開
する。「民主化闘争宣言（1999年）」以降粘り強く取り組んできた先人達の運動と成果、
教訓をベースとして、民主的な労働運動を箱根以東へ強く広げ、民主化闘争の完遂、ＪＲ
労働界の一元化を実現する。
　一方で、将来に亘り社会・経済に貢献し、信頼され続けるＪＲ産業の構築にむけ、「チー
ム公共交通」「チーム地域共創」の形成をはじめとした中長期的政策を推進するとともに、
直面する政策諸課題の解決を図る。ＪＲ北海道やＪＲ四国、ＪＲ貨物の自立経営にむけた
諸課題への対応、2018年度末で期限切れを迎える税制特例措置への対応をはじめ、喫緊の
課題に対処すべく、今日まで培ってきた政策提言・実現力を発揮する。また、急速に進む
人口減少・高齢化、第４次産業革命の到来といった労働環境の変化を踏まえ、「中期労働
政策ビジョン（2014～2018）」で示した、すべてのＪＲ関係労働者に相応しい働き方を実
現すべく、２０１９春季生活闘争および労働協約改訂交渉における加盟各単組およびエリ
ア連合の取り組みを強化する。加えて、「中期労働政策ビジョン（2019～2023）」策定に
むけた取り組みに繋げる。
　一強他弱の政局において、官僚の不祥事、閣僚らの失言・不適切行為などに安倍政権の
驕り・緩みが象徴されている。この状況に歯止めをかけるためにも、雇用と暮らしの安心、
健全な民主主義を求め、私たち国民、働く者が立ち上がらなければならない。そして政策
課題と組織課題の解決のためにも、今後行われる統一地方選挙、第25回参議院議員選挙な
どの国政選挙では、私たちの声を政治の場に届け続けるべく、推薦候補者の必勝にむけた
運動を展開する。
　これらの多くの課題に対して、ＪＲを代表する産別としての責任と自覚を持ち、本大会
の議論を踏まえ、組織を挙げて次代につなげる運動を積極果敢に展開していく決意を表明
する。
　以上、宣言する。
２０１８年６月１２日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）
第２７回定期大会

第27回定期大会

安全で社会に
  信頼されるＪＲにむけて
      ＪＲ連合総がかりの

運動を広く展開

安全で社会に
  信頼されるＪＲにむけて
      ＪＲ連合総がかりの

運動を広く展開
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
帰
結
さ
せ
て
い
く

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
帰
結
さ
せ
て
い
く

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別

Ｊ
Ｒ
連
合
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

会 

長  

松 

岡 

裕 

次

会長挨拶（要旨）
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大
会
に
ご
出
席
頂
い
た
ご
来
賓

︵
順
不
同
︶
　

敬
称
略

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

︻
官
公
庁
︼

国
土
交
通
大
臣　

石
井　

啓
一

厚
生
労
働
大
臣　

加
藤　

勝
信

︻
自
治
体
︼

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月
大
造

︻
国
会
議
員
︼

〈
衆
議
院
議
員
〉

池
田
真
紀
、
神
谷
裕
、
城
井
崇
、

近
藤
和
也
、
近
藤
昭
一
、
佐
々

木
隆
博
、
白
石
洋
一
、
高
井
崇

志
、
武
内
則
男
、
田
嶋
要
、
辻

元
清
美
、
津
村
啓
介
、
中
川
正

春
、
西
岡
秀
子
、
平
野
博
文
、

古
川
元
久
、
本
多
平
直
、
前
原

誠
司
、
森
山
浩
行
、
矢
上
雅
義
、

山
井
和
則
、
柚
木
道
義
、
横
光

克
彦
、
鷲
尾
英
一
郎
、
浅
野
哲
、

伊
藤
俊
輔
、
岡
本
充
功
、
櫻
井

周
、
中
谷
一
馬
、
松
田
功

〈
参
議
院
議
員
〉

足
立
信
也
、
大
塚
耕
平
、
小
川

勝
也
、
川
合
孝
典
、
古
賀
之
士
、

小
林
正
夫
、
難
波
奨
二
、
野
田

国
義
、
羽
田
雄
一
郎
、
浜
野
喜

史
、
森
本
真
治
、
矢
田
稚
子
、

柳
田
稔

︻
労
働
組
合
関
係
︼

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
自
治
労
、
自

動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
基
幹
労
連
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、

日
教
組
、
生
保
労
連
、
情
報
労

連
、
運
輸
労
連
、
私
鉄
総
連
、

フ
ー
ド
連
合
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、

損
保
労
連
、
国
公
連
合
、
交
通

労
連
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
、
ゴ
ム

連
合
、
航
空
連
合
、
紙
パ
連
合
、

全
国
ガ
ス
、
印
刷
労
連
、
全
水

道
、
全
国
農
団
労
、
全
自
交
労

連
、
メ
デ
ィ
ア
労
連
、
全
労
金
、

森
林
労
連
、
全
信
労
連
、
労
供

労
連
、
全
印
刷
、
労
済
労
連
、

全
国
ユ
ニ
オ
ン
、
全
国
競
馬
連

合
、
Ｊ
Ａ
連
合
、
港
運
同
盟
、

全
造
幣
、
全
港
湾
、
鉄
構
労
、

鉄
道
関
連
労

︻
友
誼
団
体
等
︼

全
労
済
、
公
益
財
団
法
人
国
際

労
働
財
団
、
一
般
社
団
法
人
全

国
労
働
金
庫
協
会
、
労
働
金
庫

連
合
会
、
公
益
財
団
法
人
日
本

生
産
性
本
部
、
全
国
労
働
組
合

生
産
性
会
議
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
、
政
策
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
公
益
財
団
法
人
富
士
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
一
般
財
団

法
人
日
本
労
働
会
館 

労
使
関

係
研
究
協
会
、
労
働
者
学
習
セ

ン
タ
ー

︻
上
記
以
外
︼

前
衆
議
院
議
員

松
木　

謙
公

６・12 民主化闘争決起集会
民主化闘争の完遂とＪＲ労働界の一元化にむけて
                ＪＲ連合総がかりの展開へ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
第
27
回
定
期
大
会

終
了
後
、
「
６
・
12
民
主
化
闘

争
決
起
集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｒ

連
合
の
松
岡
裕
次
会
長
は
「
今

ま
さ
に
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
大
き
な

分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
民
主
化
闘
争
に
お
い
て
十

分
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
３
万
２
千
人

の
脱
退
者
と
い
う
、
地
殻
変
動

が
起
こ
っ
て
い
る
状
況
で
、
民

主
化
３
単
組
が
時
期
を
と
ら
え
、

的
確
な
行
動
を
組
織
拡
大
に
繋

げ
る
、
さ
ら
に
は
支
援
単
組
が

フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
が
重
要
と

な
る
。
民
主
化
闘
争
の
意
義
・

役
割
を
単
組
に
持
ち
帰
っ
て
う

ね
り
を
大
き
く
す
る
運
動
の
展

開
を
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
、

力
強
く
決
意
を
示
し
た
。

　

そ
し
て
、
西
岡
研
介
氏
か
ら

「
こ
れ
か
ら
始
ま
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
本
当
の
戦
い
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
特
別
講
演
を
受
け
た
。

西
岡
氏
か
ら
は
前
日
11
日
に
発

売
さ
れ
た
週
刊
東
洋
経
済
で
の

連
載
記
事
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
ス
ト
戦
術
に
ま

つ
わ
る
動
向
に
つ
い
て
、
詳
細

な
経
緯
と
背
景
に
対
す
る
分
析

が
述
べ
ら
れ
た
。
講
演
の
最
後

に
は
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
労
政
を

転
換
し
始
め
た
。
一
方
で
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
は
癒
着
と
い
う
異
常

な
労
政
が
続
い
て
い
る
。
今
こ

そ
全
勢
力
を
投
入
し
て
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
民
主
化
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
だ
と
、
世
間
も﹃
革
マ
ル
﹄

と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
か
ら
、
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
べ
き
」
と
民
主
化
闘
争
へ

の
弾
み
を
付
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

参
加
者
全
員
が
受
け
止
め
た
。

　

さ
ら
に
は
、
民
主
化
当
該
単

組
の
代
表
者
に
よ
る
決
意
表
明

が
行
わ
れ
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
拍
手

で
締
め
く
く
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
全
て
の
組
合

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
総
が
か

り
の
民
主
化
闘
争
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
決
起
し
た
。
Ｊ
Ｒ

労
働
界
に
地
殻
変
動
の
起
こ
る

今
こ
そ
、
最
大
の
好
機
と
し
て
、

一
刻
も
早
く
革
マ
ル
派
浸
透
問

題
に
終
止
符
を
打
た
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

採
用
者
で
あ
り
、
風
前
の
灯
火

と
言
え
る
が
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
労

組
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
に
つ
い

て
も
政
府
答
弁
で
言
及
さ
れ
た

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
き
た
成
果
が
現
れ
て

き
た
。
貨
物
鉄
産
労
へ
の
加
入

は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
信

じ
、
私
も
さ
ら
に
活
動
に
邁
進

し
、
来
年
は
組
織
数
を
増
や
す

こ
と
を
宣
言
し
、決
意
表
明
と

す
る
。

て
い
る
の
で
は
な
く
、
主
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
結
成
か
ら
16
年

が
経
過
す
る
。
こ
れ
ま
で
取
り

組
み
を
進
め
て
き
て
、
一
気
に

人
が
増
え
て
い
か
な
い
が
、
結

成
時
の
思
い
を
全
組
合
員
が
確

認
し
て
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
全
国
の

仲
間
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て
、

決
意
の
一
端
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
活
動
は
全
国
の
仲

間
と
と
も
に
、
本
当
に
楽
し
く

取
り
組
め
て
い
る
。

　

貨
物
鉄
産
労
の
８
割
が
国
鉄

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
内
で
は
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
動
向
は
気
に
な
る
が
、

他
人
事
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

北
鉄
労
役
員
や
会
社
幹
部
は

ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。
こ
れ
を

Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
も

連
鎖
的
に
伝
播
す
る
こ
と
を
待
っ

　

同
期
入
社
は
ほ
ぼ
全
員
Ｊ
Ｒ

総
連
・
日
貨
労
に
所
属
す
る
中
、

Ｊ
Ｒ
連
合
・
貨
物
鉄
産
労
運
動

に
魅
力
を
感
じ
、
日
貨
労
を
脱

退
し
て
貨
物
鉄
産
労
に
加
入
し

た
。
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
は
じ
め
、

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
会
社
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

自
負
し
て
い
る
。
今
集
会
後
、

さ
ら
に
新
し
い
仲
間
が
加
わ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
中
で
正
義
の
闘
い

を
正
々
堂
々
Ｊ
Ｒ
連
合
に
所
属

す
る
仲
間
と
と
も
に
闘
っ
て
い
く
。

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

今
は
組
合
不
要
論
が
漂
っ
て
い

る
が
、
本
来
は
会
社
と
労
働
組

合
が
両
輪
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ

　

先
日
加
入
し
た
仲
間
が
参
加

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
は
極
め

て
順
調
で
あ
る
が
、
３
万
２
千

人
脱
退
の
衝
撃
と
報
道
の
と
お

り
、私
の
職
場
に
も
Ｊ
Ｒ
東
労

組
組
合
員
は
い
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
み

西岡研介 氏

国井事務局長

鈴木中央執行委員

昆中央執行委員長

Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
と
楽
し
く
活
動
を
展
開

鈴
木　

教
仁　

中
央
執
行
委
員
（
貨
物
鉄
産
労
）

正
義
の
闘
い
を
正
々
堂
々
進
め
る

国
井　

道
徳　

事
務
局
長（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユニ
オ
ン
）

結
成
時
の
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
み
進
め
る

昆　

弘
美　

中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

︻
民
主
化
当
該
単
組
に
よ
る
決
意
表
明
︼

民主化闘争のうねりを大きくする運動展開を要請する松岡会長

集会アピール
　国鉄時代からＪＲ発足後に至るまで、繰り返されてきた労働組合の離合集散と
労労対立の中で、先人達は、家族も合わせて筆舌に尽くしがたい労苦にさらされ
ながらも、自由にして、真に民主的な労働組合・労働運動を志向し、知恵と勇気
をもって困難を乗り越えてきた。そして1992年には、極左暴力集団革マル派のイ
デオロギーに汚染されたＪＲ総連と決別し、私たちはＪＲ連合を結成した。1999
年には民主化闘争開始宣言を発し、三鷹電車区事件や浦和電車区事件等の完全勝
利による被害者救済と職場復帰の実現をはじめ、箱根以東の労政に大きな影響を
及ぼしてきた。しかしながら、国鉄改革を経て30年以上が経過する今もなお、Ｊ
Ｒ東日本・ＪＲ北海道・ＪＲ貨物の中に独善的で偏向した労働運動が根強くはび
こっており、ＪＲ総連傘下の第一組合が非民主的な労働運動を展開し続けている。

　一方、ＪＲ東日本内では今、ＪＲ労働界に大きな地殻変動が起きている。ＪＲ
総連内の最大労組・ＪＲ東労組では、２０１８春季生活闘争のスト戦術を端緒と
して、３万人を優に超える組合員の大量脱退が発生し、組織瓦解が急速に進んで
いる。そうした中でも、ＪＲ革マルは自らの組織の生き残りをかけて蠢いている
とみなければならない。ＪＲ北海道においては、度重なる事故や不祥事、歴代社
長の二人が自死する異常な事態の背後要因に、最大労組・北鉄労の異常性、歪な
労使関係が存することが指摘されている。「単独維持困難線区」の公表以降、道
内に大きな波紋が広がっているが、北鉄労は相も変わらず、自らの牙城を死守す
るための無責任な喧伝に明け暮れている。また、ＪＲ貨物内の最大労組・日貨労
の内部では、スト権論議に象徴されるように、ＪＲ東労組に追従するかのような
故松崎明氏の理論に基づく階級闘争に回帰する運動が色濃く展開されている。

　ＪＲ総連加盟単組では、欺瞞に満ちた、組合員不在の運動によって、組織内部
にさまざまな綻びが噴出している。これは、私たちの民主化闘争が作りあげた、
ＪＲ革マル派浸透問題を解決する最大の好機である。社会に信頼され発展・貢献
し続けるＪＲを築き、働く仲間と家族の幸せを実現するために、また、我が国の
治安の向上のためにも、この問題には一刻も早く終止符を打たなくてはならない。
ＪＲ連合は、ＪＲ革マル派浸透の危険性を訴えてＪＲ総連包囲網を強く広く形成
するとともに、３万人を超えるＪＲ東日本の組合未加入者をはじめ、ＪＲ北海道、
ＪＲ貨物の良識ある仲間のＪＲ連合への総結集を果たし、箱根以東における労働
組合の民主化、労使関係の正常化・健全化に繋げていく。民主化３単組を核とす
る真に民主的な労働運動を、すべての会社・地域へ波及させるべく、組織拡大・
強化を徹底的に追求し実現させていく。

　ＪＲ連合のすべての組合員が一丸となって、民主化闘争の完遂、ＪＲ労働界の
一元化にむけて、総がかりの民主化闘争を展開すべく、決起することをここに明
らかにする。

２０１８年６月１２日
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）
「６．１２民主化闘争決起集会」
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ご
遺
族
が
主
催
す
る
「
４
・

25
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
追
悼
と
安
全

の
集
い
」
に
、
初
め
て
荻
山
中

加
し
た
。
ご
遺
族
か
ら
「
安
全

は
労
使
で
作
る
も
の
、
労
働
組

合
は
安
全
潤
滑
剤
に
な
れ
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
安
全
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
れ
」
と
い
う
叱
咤
激
励
に

安
全
へ
の
揺
る
が
ぬ
強
い
決
意

を
抱
い
た
。
新
幹
線
の
重
大
イ

ン
シ
デ
ン
ト
や
殺
傷
事
件
に
つ

い
て
も
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の

成
果
と
し
て
、
西
日
本
連
合
で

は
32
単
組
が
ベ
ア
を
獲
得
し
、

相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
た
。

　

吉
備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い

て
三
社
合
意
が
な
さ
れ
た
。
来

年
Ｊ
Ｒ
西
労
組
で
開
催
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
早
期
開
業
へ
の

ス
タ
ー
ト
と
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

支
援
を
お
願
い
す
る
。

　

民
主
化
闘
争
が
最
大
で
最
後

と
も
言
え
る
大
き
な
ヤ
マ
場
を

迎
え
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

総
結
集
へ
の
大
き
な
う
ね
り
を

作
る
べ
き
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

資
源
を
集
中
投
下
す
べ
き
。

　

政
局
が
混
沌
と
し
て
い
る
今
、

政
党
の
代
理
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
な
く
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に

賛
同
す
る
個
人
を
支
援
す
る
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
合
い
た
い
。

さ
ら
に
は
、
来
春
の
統
一
地
方

選
挙
で
は
西
労
組
役
員
２
人
が

立
候
補
す
る
が
、
す
べ
て
の
候

補
者
の
当
選
を
目
指
し
て
い
く
。

の
ご
冥
福
と
、
け
が
を
さ
れ
た

お
客
様
が
早
く
ご
快
復
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
願
う
。
こ
の
よ

う
な
身
勝
手
な
残
酷
な
事
象
を

発
生
さ
せ
な
い
対
策
を
現
場
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
労
使
の
議

論
で
深
め
て
い
き
た
い
。

　

新
幹
線
の
重
大
イ
ン
シ
デ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
教
訓

と
し
て
Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
の
認
識
を
改
め
て
痛
感

し
た
。
労
働
災
害
に
つ
い
て
も
、

策
の
「
深
度
化
」「
見
え
る
化
」

の
取
り
組
み
を
一
気
呵
成
に
展

開
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　

政
治
活
動
は
労
働
運
動
に
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、

身
近
な
活
動
に
感
じ
取
ら
れ
て

い
な
い
面
が
あ
り
、
伴
野
元
議

員
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等
で
身
近

に
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
混
迷
す
る
野

党
勢
力
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の
考
え
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

い
わ
ゆ

る
下
請

け
会
社

で
の
発

生
が
増

Ｊ
Ｒ
の
発
展
と
Ｊ
Ｒ
関
係
職
場
で
働
く
す
べ
て
の

組
合
員
と
家
族
の
幸
せ
の
実
現
を
め
ざ
す

河
村
事
務
局
長

中村交通政策部長

総括答弁
（要旨）

央
執
行

委
員
長

が
パ
ネ

ラ
ー
と

し
て
参

　

新
幹
線
で
の
殺
傷
事
件
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
お
客
様

加
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
つ

つ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
掲
げ
る
「
安

全
指
針
」
を
踏
ま
え
、
安
全
確

立
を
構
築
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
し
た
組

合
員
か
ら
は
労
働
運
動
、
組
合

組
織
に
対
す
る
不
要
論
も
出
て

き
て
い
る
と
聞
い
た
。
各
種
政

　

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
全
体
の
安
全
確
立
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
「
安
全
は
譲
れ
な
い
」

と
い
う
心
に
響
く
言
葉
も
あ
っ

た
。
改
め
て
、
グ
ル
ー
プ
会
社

協
力
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
・
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
。

な
お
、
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
昨
年
よ
り
エ

リ
ア
連
合
主
催
と
し
て
お
り
、

要
請
い
た
だ
け
れ
ば
、
積
極
的

に
参
加
し
た
い
。

　

運
動
方
針
に
は
、
労
災
だ
け

に
留
ま
ら
ず
新
幹
線
の
重
大
イ

ン
シ
デ
ン
ト
な
ど
も
重
く
受
け

　

税
制
支
援
措
置
や
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
交
通
重

点
政
策
に
ま
と
め
、
取
り
組
ん

で
い
る
。
関
係
議
員
や
交
運
労

協
と
も
連
携
し
て
い
く
。

　

「
鉄
道
軌
道
整
備
法
改
正
」

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
主

止
め
て
取
り
組
む
こ
と
を
意
識

し
た
内
容
と
し
た
。

張
が
し
っ
か
り
反
映
さ
れ
た
も

の
と
自
負
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

参
議
院
で
の
審
議
に
も
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
。
災
害
復
旧
支

援
制
度
そ
の
も
の
の
拡
充
を
訴

え
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
黒
字

会
社
の
赤
字
路
線
へ
の
適
用
拡

大
だ
け
で
な
く
、
赤
字
会
社
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
も
含
め
て
、

引
き
続
き
求
め
て
い
き
た
い
。

　

地
域
の
路
線
に
つ
い
て
も
多

く
発
言
い
た
だ
い
た
が
、
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域

共
創
」
の
形
成
に
む
け
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

会
議
員
懇
、
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

地
方
議
員
団
と
連
携
し
つ
つ
、

各
地
域
の
課
題
な
ど
も
学
び
つ

つ
、
各
単
組
で
の
勉
強
会
に
も

参
画
し
て
い
き
た
い
。
全
国
共

通
の
課
題
と
し
て
、
手
遅
れ
に

な
る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
。

　

民
主
化
闘
争
情
報
な
ど
、
情

報
展
開
に
つ
い
て
は
、
自
組
織

だ
け
で
な
く
他
労
組
組
合
員
に

も
届
け
て
も
ら
い
た
い
。

　

３
万
数
千
人
の
組
合
未
加
入

者
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
組

合
不
要
論
や
そ
う
い
う
風
潮
が

生
ま
れ
る
こ
と
は
正
直
怖
い
。

Ｊ
Ｒ
連
合
に
も
影
響
し
か
ね
な

い
。
エ
リ
ア
が
広
く
業
職
種
が

多
岐
に
渡
る
Ｊ
Ｒ
産
業
に
と
っ

て
は
労
働
組
合
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
展
望
と
し
て
、
や
は
り
一
人

ひ
と
り
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
民

主
化
の
運
動
を
支
援
単
組
と
も

連
携
す
る
動
き
を
作
り
だ
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

革
マ
ル
派
の
動
向
に
つ
い
て

は
、潜
り
込
み
な
ど
一
定
の
パ

タ
ー
ン
に
よ
る
動
き
が
想
定
さ

れ
る
ほ
か
、
新
労
組
結
成
も
散

　

各
単
組
・
各
エ
リ
ア
連
合
の

取
り
組
み
の
強
化
に
よ
っ
て
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
７
単
組
に
お
い
て
は
、

貨
物
鉄
産
労
で
19
年
ぶ
り
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
引
き
出
す
な
ど
、

各
単
組
と
も
昨
年
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
グ
ル
ー
プ
労
組
93
単
組

の
う
ち
、
昨
年
を
上
回
る
50
単

組
（
対
前
年　

）
が
ベ
ア
を
獲

得
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
流
れ

を
定
着
化
さ
せ
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

職
場
間
意
見
交
換
会
は
重
要

な
ツ
ー
ル
と
し
て
考
え
、
春
闘

総
決
起
集
会
で
集
ま
る
機
会
な

ど
を
活
用
し
、
そ
の
前
後
で
実

施
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
い
る
。

　

バ
ス
運
転
手
に
は
過
酷
な
労

働
条
件
・
環
境
の
実
情
が
あ
る
。

今
国
会
で
の
法
改
正
で
は
、
附

帯
決
議
と
し
て
厚
生
労
働
省
所

見
さ
れ
る
。
今
後
、
思
い
も
よ

ら
な
い
戦
術
を
使
っ
て
く
る
こ

と
も
警
戒
し
な
が
ら
冷
静
に
見

て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。
正

し
い
情
報
把
握
・
展
開
が
必
要

で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
投
入
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
同
じ
認
識
で
あ
る
が
、
財

政
が
厳
し
い
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

組
織
・
財
政
上
の
観
点
か
ら
当

該
単
組
・
支
援
単
組
と
相
談
し

な
が
ら
調
整
し
て
い
く
。

　

青
年
・
女
性
委
員
会
の
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
は
幹
事
会
や
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
を
中
心
と
し
て
頑
張
っ

管
の
改
善
基
準
告
示
の
見
直
し

を
検
討
す
る
と
明
記
さ
れ
た
。

30
年
間
放
置
さ
れ
て
き
た
が
、

や
っ
と
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。

今
後
、
交
運
労
協
の
一
員
と
し

て
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
と
し
て
働
き
か
け
を
強
化

し
て
い
く
。

　

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

Ｊ
Ｒ
産
業
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

働
き
方
改
革
は
政
府
で
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
産
業

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
抱

え
る
政
策
課
題
・
組
織
課
題
の

解
決
の
た
め
に
政
治
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
非
自
民
・
反
共

産
の
前
提
を
も
っ
て
、
特
定
の

政
党
支
持
を
儲
け
な
い
形
で
や
っ

て
き
た
。
次
の
参
議
院
選
挙
で

も
引
き
続
き
こ
う
い
っ
た
認
識

で
取
り
組
み
た
い
。

　

規
制
緩
和
で
低
価
格
競
争
な

ど
の
弊
害
が
起
き
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
魅
力
あ
る
バ
ス
産
業

に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

働
く
女
性
の
活
躍
、
ま
た
女

性
組
合
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
女
性
代
表
者
意
見
交

換
会
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
を
提
供
し
つ
つ
、
女
性
同
士

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
し
て
い
く
。

つ
つ
、
総
合
的
に
考
え
て
ま
と

め
て
い
き
た
い
。
Ａ
Ｉ
な
ど
の

活
用
は
安
全
性
向
上
や
負
担
軽

減
等
、
人
間
を
中
心
に
ど
の
よ

う
に
活
動
し
て
い
く
か
が
大
事

な
視
点
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点

を
加
味
し
て
進
め
て
い
く
。

の
存
亡
を
左
右
す
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

　

Ｐ
Ｔ
の
中
で
は
第
４
次
産
業

革
命
な
ど
も
見
据
え
な
が
ら
、

他
産
業
・
他
産
別
を
参
考
に
し

大会討論に耳を傾け傍聴する組合員

ご
遺
族
か
ら
の
叱
咤
激
励
に

安
全
へ
の
揺
る
が
ぬ
決
意
を
抱
く

城　

義
実　

代
議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

労
働
運
動
に
必
要
不
可
欠
な
政
治
活
動
を

身
近
な
活
動
に

尾
内　

裕
昭　

代
議
員（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
）

代
議
員
の
発
言
に
執
行
部
が
答
弁

○
　
安
全
確
立

○
　
産
業
政
策

○
　
組
織
・
民
主
化
闘
争
（
青
女
含
む
）

○
　
政
治
活
動

○
　
労
働
政
策
（
グ
ル
ー
プ
労
組
・
バ
ス
）

○
　
男
女
平
等
参
画

○
　
次
期
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

政所企画部長

中山組織・政治部長

北村労働政策部長

　

11
名
の
代
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
発

言
を
い
た
だ
き
、
運
動
方
針
案
が
さ

ら
に
補
強
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

討
論
内
容
を
肉
付
け
し
、
運
動
を
確

実
に
実
践
し
て
い
こ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
０
１
２
年
、
結

成
20
年
の
節
目
に
、
①
安
全
確
立
、

②
組
織
課
題
解
決
、
③
政
策
課
題
実

現
、
④
労
働
環
境
・
労
働
条
件
向
上

と
い
っ
た
４
つ
の
取
り
組
み
を
柱
と

す
る
未
来
宣
言
を
発
信
し
た
。

　

ま
ず
、
先
日
の
殺
傷
事
件
で
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
と
、お

　

安
全
の
確
立
に
む
け
て
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
安
全

安
定
輸
送
と
い
う
社
会
的
使
命
が
あ

る
中
、
今
後
も
緊
張
感
を
持
ち
安
全

安
定
輸
送
を
続
け
て
い
こ
う
。
安
全

最
優
先
で
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ｒ
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
本
の
最
大
の
鉄
道
会
社
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
第
一
組
合
に
極
左
暴

力
集
団
革
マ
ル
派
が
浸
透
し
、
非
民

主
的
で
独
善
的
な
労
働
運
動
、
歪
ん

だ
労
使
関
係
は
ま
さ
し
く
国
家
治
安

問
題
で
あ
り
決
し
て
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
あ
る
べ
き
労
働

組
合
像
・
労
使
関
係
像
を
掲
げ
、
Ｊ

Ｒ
連
合
・
民
主
化
当
該
単
組
・
民
主

化
支
援
単
組
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
総
連
の
良
識
あ
る
組
合
員
に
対

し
て
取
り
組
み
を
強
化
し
、
ま
た
、

虚
弱
点
を
責
め
あ
げ
る
闘
い
を
展
開

し
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

一
方
で
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
組
織

化
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
す

べ
で
の
労
働
者
、
誰
も
が
安
全
で
安

心
し
て
働
け
る
職
場
の
確
保
、
労
働

条
件
向
上
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
当
面
の
目
標
で

あ
る
10
万
人
組
織
を
目
指
し
て
運
動

を
展
開
し
て
い
く
。

　

国
鉄
改
革
の
目
的
は
鉄
道
の
再
生

に
あ
り
、
鉄
道
・
バ
ス
の
有
効
活
用

を
通
じ
た
地
域
や
経
済
の
活
性
化
へ

の
貢
献
こ
そ
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
使
命
で

あ
る
。
政
策
実
現
と
と
も
に
、
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

の
形
成
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
り

組
み
に
お
い
て
は
、
第
４
次
産
業
革

命
の
到
来
を
見
据
え
つ
つ
、
男
女
が

と
も
に
働
き
な
が
ら
、
子
ど
も
を
育

て
、
安
心
し
て
家
族
の
介
護
が
で
き

る
制
度
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
が
抱
え
る
政
策
課
題
や

組
織
課
題
の
解
決
に
む
け
て
、
政
治

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。
来
年
予

定
さ
れ
て
い
る
第
19
回
統
一
地
方
選

挙
や
第
25
回
参
議
院
選
挙
区
に
つ
い

て
は
、
推
薦
候
補
者
全
員
の
当
選
に

む
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

　

青
年
女
性
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
民
主
化
闘
争
な
ど
の
組
織
課
題

を
は
じ
め
各
種
取
り
組
み
に
対
し
て

基
本
組
織
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
く
。

　

今
後
も
社
会
的
使
命
や
基
幹
産
業

で
働
く
労
働
組
合
と
し
て
の
自
覚
と

自
信
を
持
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
の
発
展
と
Ｊ

Ｒ
関
係
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
組
合

員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
実
現
を
め

ざ
し
、
労
働
組
合
総
体
の
力
量
を
高

め
て
い
き
た
い
。
最
後
に
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
案
件
に
対

し
て
、
満
場
一
致
承
認
を
お
願
い
し
、

総
括
答
弁
と
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

怪
我
を
さ

れ
た
方
々

の
ご
回
復

を
お
祈
り

す
る
。

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
仲
間
の

環
が
し
っ
か
り
広
が
っ
た
。
確

か
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
仲

間
が
い
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

で
あ
る
。
民
主
化
闘
争
へ
の
取

り
組
み
と
連
携
し
、
青
女
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

＋3
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11
人
が
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
発
言
を
行
う
付
き
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
情

報
展
開
し
た
。
無
関
心
層
か
ら

食
い
つ
き
が
良
く
な
い
一
方
で
、

情
報
を
欲
し
が
っ
て
い
る
人
が

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
自

分
た
ち
に
関
係
な
い
と
思
わ
せ

な
い
情
報
発
信
を
継
続
し
て
い

く
。
ま
ず
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
よ

う
に
脱
退
さ
せ
て
い
く
。

　

単
独
維
持
困
難
線
区
に
つ
い

て
は
、
連
合
北
海
道
や
交
運
労

協
、
関
係
議
員
な
ど
と
連
携
す

る
と
と
も
に
、
「
鉄
道
特
性
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
最
終
答

申
を
活
用
し
、
北
海
道
全
体
の

交
通
体
系
を
見
据
え
た
提
言
を

継
続
し
て
い
く
。

　

正
常
な
労
使
関
係
で
課
題
解

一
層
の
組
織
拡
大
に
努
め
て
い

く
。

　

鉄
道
妨
害
事
象
が
多
発
し
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
も
、
警
察

の
捜
査
を
注
視
し
つ
つ
、
会
社

と
と
も
に
対
応
を
考
え
て
い
く
。

経
緯
や
活
動
方
針
な
ど
を
訴
え

つ
つ
、
オ
ル
グ
活
動
を
通
じ
た

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
現
在
ま
で
３

万
２
千
人
と
い
う
規
模
で
脱
退

し
、
１
万
数
千
人
に
な
っ
た
よ

う
だ
。
こ
の
時
期
を
組
織
拡
大

の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
ま
と
め

た
冊
子
を
活
用
し
た
Ｊ
Ｒ
東
労

組
組
合
員
へ
の
運
動
を
強
化
し
、

12
月
に
新
潟
で
１
人
、
５
月
に

東
京
で
３
人
の
組
織
拡
大
が
で

き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
労
組
を
脱
退
し
た
人

た
ち
に
、
正
し
い
情
報
を
与
え
る

べ
く
、
各
職
場
か
ら
情
報
を
収
集

し
、
通
称
「
Ｍ
作
戦
」
を
展
開

決
を
図
る
こ
と
が
、
直
面
し
て

い
る
「
路
線
問
題
」
「
安
全
問

題
」
「
信
頼
回
復
」
に
は
欠
か

せ
な
い
最
重
要
課
題
と
い
え
る
。

極
左
暴
力
集
団
革
マ
ル
派
を
追

放
し
、
民
主
化
闘
争
を
完
遂
さ

せ
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
へ
の

一
番
の
近
道
で
あ
る
。

意
で
の
ぞ
む
」
と
し
て
い
た
。

「
不
退
転
の
決
意
」
と
は
労
働

者
と
し
て
ス
ト
権
を
行
使
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

に
お
わ
せ
て
い
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
大
量
脱
退
を
機
に
何
も

言
わ
な
く
な
っ
た
。

　

経
営

基
盤
が

脆
弱
で
、

２
０
２

０
年
ま

で
の
経

質疑・討論

し
、
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ

ニ
オ
ン

を
立
ち

上
げ
た

　
Ｊ
Ｒ

北
海
道

で
は
、

Ｊ
Ｒ
東

日
本
の

情
勢
を
受
け
、
第
一
組
合
で
あ

る
北
鉄
労
が
危
機
感
を
強
め
て

い
る
。
一
方
で
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大
量
脱
退
の
事

実
経
過
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
で

報
じ
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
組
合
員
だ

け
で
な
く
、
北
鉄
労
組
合
員
へ

周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

「
質
問
主
意
書
」
で
は
、
北

鉄
労
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
を

「
鋭
意
解
明
」
と
政
府
の
お
墨

　

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
で
は
四
国
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
青

年
女
性
会
議
も
実
行
委
員
会
に

参
画
し
、
組
合
活
動
へ
の
自
信

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

安
全
を
第
一
義
に
日
々
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
信
号
違
反
や

構
造
物
か
ら
の
落
下
物
な
ど
、

大
き
な
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な

い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
事
象

が
発
生
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
で

は
、
ベ
ア
は
な
か
っ
た
が
、
定

期
昇
給
確
保
と
、
夏
季
手
当
を

増
額
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
子

育
て
・
介
護
制
度
の
充
実
で
、

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

営
自
立
計
画
以
降
が
描
け
て
い

な
い
Ｊ
Ｒ
四
国
に
は
国
等
の
支

援
が
極
め
て
重
要
。
支
援
延
長
、

恒
久
化
の
取
り
組
み
を
お
願
い

す
る
。

　

鉄
道
の
抜
本
的
高
速
化
に
よ

る
鉄
道
需
要
と
収
益
の
拡
大
も

必
要
不
可
欠
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

も
必
要
性
を
訴
え
て
い
く
の
で
、

「
四
国
新
幹
線
の
導
入
」
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

２
月
の
女
性
役
員
意
見
交
換

会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
20

人
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
中
央

委
員
会
に
も
傍
聴
参
加
し
た
。

中
央
委
員
会
に
は
地
方
本
部
の

三
役
中
心
で
ま
だ
ま
だ
女
性
は

参
加
で
き
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｒ
西

労
組
の
女
性
役
員
は
４
２
４
人

て
い
け

る
の
か
、

体
力
が

つ
い
て

い
く
の

と
な
り
役
員
の
う
ち
９
・
３
％

と
な
っ
た
が
、
女
性
組
合
員
割

合
14
％
に
は
及
ば
な
い
。

　

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会

で
は
労
働
科
学
研
究
所
の
松
田

先
生
か
ら
「
健
康
に
働
く
た
め

に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」
に

つ
い
て
講
義
受
け
た
。
女
性
組

合
員
は
、
こ
の
仕
事
を
一
生
や
っ

か
不
安
だ
と
い
う
声
を
多
く
聞

い
て
お
り
、
夜
勤
や
交
代
制
勤

務
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
把
握
し

て
対
応
策
を
と
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認

識
で
き
た
。

　

組
合
役
員
が
長
時
間
労
働
で
、

組
合
活
動
と
生
活
の
両
立
が
で

き
な
け
れ
ば
、
女
性
専
従
は
な

か
な
か
増
え
な
い
。
７
月
の
Ｊ

Ｒ
西
労
組
定
期
大
会
で
は
初
め

て
会
場
に
託
児
所
を
設
け
、
子

供
連
れ
の
組
合
員
も
参
加
で
き

る
大
会
と
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
２
年
連
続
１
０

０
億
円
以
上
の
経
常
黒
字
を
達

成
し
た
が
、
体
力
は
ま
だ
ま
だ

貧
弱
で
、
大
き
な
輸
送
障
害
が

起
き
れ
ば
た
ち
ま
ち
窮
地
に
陥

る
。
現
時
点
で
は
税
制
支
援
措

置
の
継
続
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

国
鉄
長
期
債
務
を
背
負
っ
た

が
あ
る
こ
と
を
、
国
会
議
員
や

北
海
道
知
事
に
再
確
認
い
た
だ

き
た
い
。
東
京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト

が
２
０
２
０
年
と
２
０
２
２
年

た
め
に

ア
ボ
イ

ダ
ブ
ル

コ
ス
ト

ル
ー
ル

に
完
成
す
る
。
物
流
総
合
効
率

化
法
へ
の
政
策
誘
導
を
お
願
い

す
る
。
貨
物
調
整
金
の
財
源
の

見
通
し
が
な
い
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
一
般
会
計
の
予

算
化
が
で
き
る
よ
う
法
整
備
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

大
会
以
降
、
九
州
地
区
本
部

に
て
２
人
の
組
織
拡
大
が
で
き

た
。
一
方
、
退
職
な
ど
で
衰
退

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
組
織

拡
大
に
尽
力
し
て
い
く
。

　

日
貨
労
は
、
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
ど
こ
か
ら
で
も
た

た
か
え
る
組
織
体
制
確
立
」
と

し
て
、ス
ト
権
論
議
を
行
い
、

今
春
闘
交
渉
で
「
不
退
転
の
決

　

食
の
安
全
を
は
じ
め
安
全
に

関
わ
る
事
項
は
、
数
限
り
な
く

存
在
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
に

も
安
全
の
取
り
組
み
を
水
平
展

開
す
る
と
と
も
に
、
安
全
最
優

先
の
意
識
を
浸
透
・
共
有
化
し
、

真
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
働
き
か
け
、
お
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
。
安
全
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
促
進
な

ど
、
安
全
の
見
識
を
深
め
る
機

会
を
多
く
作
っ
て
欲
し
い
。

　

今
春
季
生
活
闘
争
で
は
多
く

の
単
組
が
成
果
を
勝
ち
取
る
一

方
、
ホ
テ
ル
関
連
労
組
は
依
然

と
し
て
労
働
条
件
が
グ
ル
ー
プ

の
低
位
に
置
か
れ
た
ま
ま
。
ホ

テ
ル
業
で
サ
ー
ビ
ス
は
最
も
重

要
な
商
品
の
ひ
と
つ
で
、
空
間

や
料
理
な
ど
に
付
加
価
値
を
あ

た
え
る
大
切
な
要
素
で
も
あ
る
。

な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
真
の
働
き
方
改
革
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
一
連
の
行
動

は
、
私
た
ち
の
活
動
に
水
を
差

よ
り
よ

い
労
働

環
境
を

労
使
が

一
体
と

し
、
世
論
の
労
働
運
動
へ
の
警

戒
感
や
抵
抗
感
、
組
合
離
れ
を

助
長
す
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
春
季
生
活
闘
争
は

産
別
で
ま
と
ま
っ
て
リ
ー
ド
し

て
き
た
。
ト
ヨ
タ
な
ど
の
よ
う

に
企
業
別
の
取
り
組
み
と
な
れ

ば
、
あ
る
べ
き
形
が
崩
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

　

北
海
道
に
お
い
て
民
主
化
支

援
行
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
若

手
へ
と
運
動
を
継
承
し
て
い
き
、

仲
間
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

働
き

方
改
革

関
連
法

案
の
議

論
に
お

い
て
は
、
人
の
命
に
関
わ
る
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
を
５
年

間
猶
予
し
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
が
先
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

バ
ス
で
で
き
る
な
ら
既
に
や
っ

て
い
る
。
労
働
条
件
・
賃
金
を

改
善
で
き
ず
に
、
皆
苦
し
ん
で

い
る
。
規
制
緩
和
が
根
本
原
因

で
あ
り
、
構
造
を
改
革
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

踏
切
無
遮
断
に
よ
る
イ
ン
シ

デ
ン
ト
や
会
社
発
足
以
来
初
と

な
る
鉄
道
物
損
事
故
を
発
生
さ

せ
、
さ
ら
に
は
協
力
会
社
で
労

災
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　

「
食
の
安
全
」
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
労
組
と
の
安
全
交
流

会
も
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
連

合
と
連
携
強
化
し
、
職
場
か
ら

の
安
全
確
立
に
取
り
組
む
。

　

鉄
道
軌
道
整
備
法
改
正
に
つ

旧
の
中
で
活
用
が
検
討
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
費
用
分
担
や
復
旧

後
の
維
持
施
策
な
ど
の
各
種
課

題
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
の
考
え

い
て
は
、

豊
肥
本

線
・
日

田
彦
山

線
の
復

方
が
重
要
と
な
る
。

　

政
策
課
題
解
決
に
必
要
と
な

る
「
政
治
」
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
と
し
て
の
支
持
政
党
の
考

え
方
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
大
量
脱
退
の
背

景
・
原
因
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
場
合

と
は
異
な
る
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
九

州
労
の
よ
う
に
、
潜
り
込
み
・

乗
っ
取
り
な
ど
の
戦
術
も
容
易

に
想
定
で
き
る
た
め
、
よ
り
慎

重
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
に
専
従
者
配
置

す
べ
き
と
考
え
、
早
急
に
議
論

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

　

第
23
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に
は

全
国
か
ら
１
１
５
人
が
四
国
に

結
集
し
、
仲
間
の
環
を
広
げ
て

き
た
。
参
加
者
か
ら
は
全
国
に

仲
間
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

グ
ル
ー
プ
労
組
を
は
じ
め
他
単

組
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
視

野
が
広
が
っ
た
と
の
声
を
受
け

開
発
労
組
か
ら
２
人
の
組
合
員

が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の

青
女
と
し
て
も
グ
ル
ー
プ
労
組

と
の
繋
が
り
が
で
き
た
。
一
方

で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
仲
間

が
一
人
も
い
な
い
こ
と
は
寂
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

民
主
化
闘
争
完
遂
の
最
初
で

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
っ
て
過

言
で
な
い
。
新
潟
地
本
で
Ｊ
Ｒ

Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
た
方
の

「
同
世
代
の
仲
間
が
欲
し
い
」

と
い
う
言
葉
を
重
く
受
け
止
め

て
い
る
。
今
後
の
民
主
化
の
波

を
作
る
た
め
の
働
き
か
け
な
ど
、

展
望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

た
。
ま

た
、
今

回
、
初

め
て
Ｊ

Ｒ
四
国

ホ
テ
ル

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース
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※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

積極的・建設的な発言を行う代議員

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

一
層
の
組
織
拡
大
を
目
指
す

斎
藤　

修　

代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

民
主
化
闘
争
完
遂
が問

題
解
決
へ
の
一
番
の
近
道

園
木　

寛
嗣　

代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

黒
字
達
成
も
脆
弱
な
経
営
体
力

経
営
支
援
の
継
続
と
理
解
が
必
要

小
笠
原　

浩
文　

代
議
員（
貨
物
鉄
産
労
）

抜
本
的
高
速
化
に
よ
る

鉄
道
需
要
・
収
益
拡
大
が
必
要
不
可
欠

森
安　

祐
貴　

代
議
員（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

ＪＲ西労組定期大会は
託児所を設け

子供連れ参加可能に
田中佑佳代議員

（ＪＲ西労組・女性代表）

グ
ル
ー
プ
に
も
安
全
の
取
り
組
み
の水

平
展
開
を

森
長　

健
士　

特
別
代
議
員（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
労
組・

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
）

復
旧
に
あ
た
っ
て
「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
が
重
要

芦
原　

秀
己　

代
議
員（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

上
限
規
制
を
猶
予
し
同
一
労
働
同
一
賃
金
を

先
行
す
る
こ
と
は
矛
盾

西
原 

一
英 

代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
自
動
車
連
絡
会
）

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
で
四
国
に

グ
ル
ー
プ
労
組
と
の
繋
が
り
が
広
が
る

犬
飼　

洸
平　

代
議
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組・青
年
女
性
委
員
会
）


